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第５号
通巻第20号（令和４年度）

飯能市立博物館館報

『きっとすレポート』第 5 号

当館の館報は、博物館活動の総体を多くのみな

さんに知っていただくため発行しています。

通巻で 20 冊目となる本号は、令和４（2022）

年度の実績報告書です。

本号は物価高騰の影響で、例年より 2 ページ少

なく「図書資料寄贈機関」を掲載することがで

きませんでした。貴重な資料をご寄贈いただい

た機関のみなさまにお詫び申し上げます。

今回の表紙の写真は、当館のステークホルダー

で、毎日当館をきれいにしてくださっているシ

ルバー人材センター派遣の方への感謝を込めて、

当館エントランスにおける日常の清掃風景を選

びました。

・当館では令和4年度より本格的に博物館評価

 を開始いたしました。館報はその報告書とし

 ての役割をもたせるため、その結果を掲載し

 ました。（14～19ｐ）

当館ミッションと博物館評価対象事業との連鎖を示

す表も掲載することで、その関係性をはっきりさせ

ました。

本号の特徴

令和 6 年 3 月発行、74 ページ

700 円（税込み）
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◆令和４（2022）年度博物館評価の結果

項

事業名

ミッション

分 野

目標達成の手段
と到達点

達成指標と
目標値

事業概要 20～25p

館内の評価

結果及び成果

博物館協議会の
意見

課題と方向性

達成率

評価

21

29p（今月の一品）/60p（「That’sきっとす」）

Ｓ

Ⅰ　飯能のあらたな魅力に出会える博物館

調査研究成果の市民への還元

調査研究

Ａ

Ⅰ飯能のあらたな魅力に出会える博物館

★特別展「天覧山」の充実

展示

飯能の町の象徴である天覧山を歴史及び自然分野
双方の視点から分析し、その成果を発信して人々
の知的好奇心に応えるとともに、多くの人に本市の
魅力をアピールする。

展示会など事業の実施や、資料整理をきっかけとし
た調査研究の成果を、出前講座やメディアなどを通
して市民にわかりやすく伝え、人々の知的好奇心に
応えていく。

①アンケートの回答で、展示を見て「新しい発見が
　 あった」人の割合が75％以上であること。
②１日の平均入館者数が130人以上であること。

①「That’sきっとす」「今月の一品」に研究成果をわ
かりやすくまとめ、文化新聞紙上及びWEBサイト

　上での掲載を継続させていく。

・ 総合的な展示に対し、来館者からは今まで知らな
　かった天覧山の魅力を知る良い機会となったと評
　価する声が多かった。一方、内容が浅く総花的と
　の批判の声もあった。
・ 駿河台大学製作の動画作品上映や『ヤマノスス
　メ』の展示など、民間（大学や企業）と連携・協働
　できたことは良い経験となった。
・ 『ヤマノススメ』効果もありＳＮＳでの反響が大きく、

手ごたえを感じた。今回獲得した新規フォロワー
　は本展の大きな成果であるが、今後も継続してフォ
　ローしてもらうために何をすべきかが課題である。

・ 前身の「That’s郷土館」の「民具からみえる地域」
を見て、ミラノで開催される竹をテーマにした展

　示会出展に関する問い合わせがあったり、令和３
　年８月の「That’sきっとす」で掲載した「夏の昆虫
　“セミ”ウォッチング」の記事が基で、NHK（シチズ
　ンラボ）よりセミ大調査の協力の依頼が来るなど、
　地道な発信が大きな広がりをもつ事例がでてきて
　いる。

① 「とてもあった」63.8%が「まああった」32.8%で合
　 計96.6%が何らかの新たな発見があったと回答し 
　 た。（アンケート回収数232通、回収率3.42%）
② 入館者数は6,781人で、1日の平均入館者数は
　  144.3人であった。

① ４月から２月まで、「That’sきっとす」、「今月の一
　 品」それぞれで11回発信、展示を行った。

・ 入館者数でみれば目標を大幅に上回ったとはい 
　 えないが、今回は博物館の学芸職員が分担して 
　 人文系と自然系で多面的に魅力を紹介するとい
　 う、これまで博物館ではあまりない試みに取り組
　 んだことは大いに評価できる。

・ 年間にこれだけの数の調査成果を発表していたこ
　 とは大いに評価できる。
・ 新聞記事のところに執筆者名がないが、「学芸員」
　 という肩書きや氏名を入れることで、博物館にお
　 ける専門職の重要性が伝わるのではないか。 

・ 人文系と自然系が協働した総合的な展示は、今
　 後も取り組んでいく必要がある。

・ インターネット上での発信も重要だが、これをまと
　 めて冊子体のものへと展開することも考えられる。
・ ホームページで公開したことを、Twi t te rや 
　 Facebookで発信すべきである。

★教育行政の重点施策

価 評 館 物 博
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2202点達到・点成達№野分標目の業事象対業事象対価評館物博ドーワーキ文本）目項（ンョシッミ館物博値価項

（３） ①
展示

（後期）
1

（３） ①
調査研究
（通年）

2

（３） ①
教育活動
（前期）

3

（３） ③
収集・保存
（通年）

4

（３） ③
収・集保存
（前期）

5

（３） ①
教育活動
（後期）

6

（３） ②
教育活動
（前期）

7

6 社会 （３） ②
教育活動
（通年）

8

第３期教育振興基本計画に基づく飯能市立博物館ミッションと令和４年度博物館評価対象事業（教育行政の重点施策含む）対応表

第３期教育振興基本計画の項目

1 個人

3 学術

2 個人

5 社会

4 社会

古くからの歴史と多彩な自然を有する飯能には
、まだ知られていない魅力(宝物)がたくさんあり
ます。当館は資料の収集・保存及び調査・研究
活動により地域の新たな魅力の発見に努め、
展示や学習活動などを通してそれらをストーリ
ーとして発信し続けることで、人々の知的好奇
心に応えていきます。またその魅力を活かして
個性豊かで活力のある地域づくり・人づくりに取
り組んでいきます。

資料の収集・保存

調査・研究活動

地域の新たな魅力

知的好奇心活力のある

地域づくり・人づくり

学習者の交流の場

情報の蓄積

連携・協働

市民共有の財産

市民の学習活動

学術研究の資料

資料の価値を高める市

民の地域への愛着

学校と連携質の高い
学習活動

歴史・文化
先人たちの知恵や教訓
地域の歴史・文化
情報を発信
災害記憶の伝承

飯能河原・天覧山周辺
自然のビジターセンタ
ーとしての機能

当館は、着実な博物館活動を通してさまざまな
「学び」への欲求に応え、支援していくとともに、
学習者の交流の場となることを目指します。そ
のために情報の蓄積を進め、図書館などの社
会教育施設や地域の団体、企業などと連携・
協働していきます。

当館が収蔵する資料は市民共有の財産として
永く継承され、市民の学習活動に活用されます
が、同時に学術研究の資料でもあります。それ
ら資料を用いた研究者による学術研究を支援
するとともに、当館学芸員の研究と交流させるこ
とで、広い視点から資料の価値を高めるととも
に、地域の特色を明らかにし、市民の地域への
愛着を育んでいきます。

当館と学校が連携して、収蔵資料などを活用し
ながら、子どもたちが自ら体験・観察することが
できる学習プログラムを作り、質の高い学習活
動を支援します。それにより自らの頭で考え、
見て、確かめることの大切さを伝え、変化の激
しい時代を生き抜くために必要な学びへとつな
げていきます。

歴史・文化とは、はるか昔から続く人々の営みの
積み重ねであり、そこには先人たちの知恵や教
訓がたくさん含まれています。当館は、地域文化
発信の核として、地域の歴史・文化情報を積極
的に発信するとともに、例えば災害記憶を伝承し
安全なまちづくりに寄与するなど、歴史・文化を
現代そして未来に活かすことに努めていきます。

当館が所在する飯能河原・天覧山周辺地域は、
豊かな自然に恵まれ、多くの方が来訪します。
当館は、この地域における自然のビジターセン
ターとしての機能も果たし、自然環境についての
情報を集め、提供していくことにより、自然と人間
との共生に貢献していきます。

飯能河原・天覧山周辺地域
の自然の情報発信拠点とし
ての機能もあわせもつ博物
館をめざします。

歴史や文化を現在、そして
未来へと活かしていく博物
館をめざします。

学校教育と連携し、質の高
い学びを提供する博物館
をめざします。

常に広い視野を持って活動
し、資料の価値を高めてい
く博物館をめざします。

「学び」の入口となる博物
館をめざします。

飯能の新たな魅力に出会
える博物館をめざします。

学びの欲求に応え

る展示・学習活動

の推進

学びの欲求に応え

る展示・学習活動

の推進

学びの欲求に応え

る展示・学習活動

の推進

豊かなコレクション

の形成とその価値

の向上

豊かなコレクション

の形成とその価値

の向上

学びの欲求に応え

る展示・学習活動の

推進

歴史・文化、周辺

の自然を現代に活

かす活動の推進

歴史・文化、周辺

の自然を現代に活

かす活動の推進

★
特別展「天覧山」の
充実

調査研究成果の市
民への還元

街なかに残る歴史的
建造物の価値の発信

収蔵資料の整理

★
市指定有形民俗文化
財「片瀬人形」の修復

飯能GIGAスクール
に対応した小学生
の学習支援

出前講座「飯能の災
害史」のプログラム
改善

★
飯能河原・天覧山周
辺の自然のビジタ
ーセンター的機能の
充実

特別展「天覧山」を開催することで地
域の魅力を発信し、個性豊かで活力
ある街づくり・人づくりに取り組んでい
きます。

当館の調査研究成果を市民にわかり
やすく伝え、広く発信していくことで、
学びの欲求に応えていきます。

市民活動支援事業で実施を予定して
いる事業の企画に参画し、街中に残
る歴史的建造物の価値を伝えていき
ます。

古文書、民具、自然写真などの収蔵
資料の整理を推進し、市民に提供で
きる情報の充実を図ります。

当館の収蔵資料である市指定有形民
俗文化財「片瀬人形」の修復方針及
び修理計画を策定します。

教育センターと連携し、飯能GIGAス
クールに対応した博物館の見学や出
張授業のプログラムを創出し、子ども
たちの質の高い学習を支援します。

出前講座の災害史のプログラムを、
危機管理室の協力を得ながら、市内
の最新の災害記録を反映させたもの
に改善します。

飯能河原・天覧山周辺の自然の魅力
を多くの人に知ってもらうため関係団
体と連携しながら、博物館を拠点とし
た観察会を実施します。

・展示を見て「新しい発見があった」人の割

　合が75％以上であること。

・1日平均の入館者数が130人以上であること。

・イベントに合わせて街なかの歴史的建造

　物の価値をホームページなどで３件以上

　発信する。

・「That’sきっとす」に研究成果をわかりや

すくまとめ、文化新聞紙上での掲載を継続

　させていく。

・記録史料（古文書・古写真など）の資料カ

ードは150点以上、また民具の再整理は、

200点以上実施する。

・自然写真は『天覧山・多峯主山の植物』に

掲載したもののうち、50点以上を収蔵資

　料管理システムに登録する。

・9/30までに修復の専門家や有識者と協

　議しながら修理方針及び修理計画を策

　定する。

・修理計画に基づき修理に着手する。

・小学3年生の社会科見学の際、タブレット

　に配信された学習ノートを使用する学校

　を前年度より増やす。

・オンラインでの授業を1件以上実施する。

・9/30までに出前講座のプログラムを改善

し、後期から実施できるようにする。

・募集定員以上の申込みがあること

・新規参加者の割合が全体で50％以上で

　あること。

☆教育行政の重点施策

ミッションと令和 4年度博物館評価対象事業対応表



■令和4年度の運営状況

④ホームページ・SNSの閲覧数と入館者数との相関関係は必ずしも認められませんでした。

　→58p

…右の表からはホームページのアクセス件数やSNS
　のインプレッション数などが必ずしも入館者数に
　反映するわけではないことがわかります。入館者
　だけでは測れない博物館の利用の実態をアピール
　していく必要があります。それもこの「きっとす
　レポート」発行の目的になります。

①当該年度の入館者数は、平成26年度以来8年ぶりに30,000人を割り込みました。　

　→68ｐ

※平成29年度の常設展示改装工事、令和 2年度の新型コロナウイルス感染拡大防止のための休館を除きます。

②収蔵資料の利用は漸減傾向にあります。

　→46p

右のグラフにあるとおり、資料の利用件数は、
平成26年度の 150件をピークに漸減傾向に
あり、当該年度は97件とその３分の２になっ
ています。当館で活動している自主学習サー
クルの活動が会員の高齢化やコロナ禍の影響
により停滞していることが原因と考えられま
す。

当該年度利用の多かった南村岡部家文書№292「御廻状留」

用
利
の
設
施
・
料

平成17（2005）～令和４（2022）年度の資料利用件数・点数の推移

令和４（2022）年度の資料利用利用者別内訳

46

団体
（学習サークルなど）

40.2％
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③施設の利用は件数こそ持ち直したものの、

　利用人数はここ数年大きく減っています。

　→47p

学習研修室の利用について、引き続き利用人
数を15名までに制限していたこともあり、
利用件数は前年度並みでしたが、利用人数は
さらに減少し、コロナ禍前の平成30年度
（3,218人 )と比較すると約半分に落ち込んで
います。

資
料
・
施
設
の
利
用

施  設  の  利  用

　飯能市立博物館条例施行規則第４条では、教育、学術及び地域文化の振興を目的とする個人又は団体が、
特別展示室、学習研修室及び図書室を博物館の目的にそった研究会、展示会等に利用できるとしている。
　令和４年度は、特別展示室・図書室の利用申請はなかった。
　学習研修室の利用状況を把握するため、目的により以下の４つに分類した。
①地域の歴史や地域文化に関わる学習活動を行っている団体、サークルなどへの貸出（「恒常的活動」）
②市内の小学生や市外からの団体の見学、視察の対応や資史料の閲覧（「見学・閲覧」）
③市役所内各課の事業での使用（「他団体の主催事業等」）
④当館主催の講座・学習会、市民学芸員といった交流事業など（「当館の主催事業」）

　これらの件数と人数を集計したのが下の表である。
　当該年度も前年度に引き続き、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため
学習研修室の利用の上限を定員の約半
分の15人とした。そのため当館を拠点
に活動している学習サークル（下表）の
うち、飯能郷土史研究会は、当該年度
学習研修室の利用はなかった。利用件
数はコロナ禍前の水準と変わらないも
のの、利用人数が1,600人余りとさらに
減少し、コロナ禍前の約半数までに落
ち込んでいる。会員の高齢
化によって活動が停滞する
なか、利用者数をいかに増
やしていくかが課題となっ
ている。
　なお、当該年度の学習研
修室の利用率（開館日数の
うち同室が利用されている
日の割合）は73.9％であった。

古文書同好会

飯能郷土史研究会

飯能の“みんよう”保存会

古文書を読む会

◆令和４（2022）年度末現在で活動している学習サークル

◆令和４（2022）年度学習研修室利用実績

学習研修室の利用人数は当該年度もほぼ半分に制限され、利用件数はコロナ禍前の水準に
戻るも利用人数は1,700人を割り込み、コロナ禍前の約半数までに落ち込む。

平成17～令和４年度の学習サークルなど（下表①）による学習研修室
利用件数・点数推移
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※平成 29 年度は常設展示改装のため、2ヶ月間のみ開館。

ホ  ー  ム  ペ  ー  ジ   ・  ソ  ー  シ  ャ  ル  メ  デ ィ  ア
   ホームページ・SNSと入館者数の相関関係は見いだせないが、それぞれのメディアを通して
　当館を利用していると評価すべきか。
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○ホームページ
　本市では、新ホームページ管理システム（ＣＭＳ）
の導入とともに、令和５年１月31日をもって公式
ホームページがリニューアルされた。
　当該年度は、当館トップページの閲覧件数が
18,461件で、前年度（令和３年度）の27,534件に比
較して約2/3に落ち込んだ。ただし、令和２年度
が18,950件、その前年が19,298件であったことと
比較すると、ほぼ例年並みといえ、前年度の大河
ドラマ「青天を衝け」と平和都市宣言制定記念「ヒ
ロシマ・ナガサキ原爆資料展」のインパクトの大
きさを再認識させられる結果となった。閲覧数も
７・８月の夏休みとその前後が多く、１・２月が
少ないという傾向も変わっていない。
　右の表は、ホームページの閲覧件数と、Twitter
のインプレッション数（画面に表示された数）、エ
ンゲージメント数（「いいね」を押したり、リツ
イートするなどの反応をした回数のこと）、及び入
館者数を月ごとに一覧にしたものである。前号で
は、ホームページの閲覧数と入館者数に相関関係
が見られないことを指摘した。今回、Twitterの
インプレッション数、エンゲージメント数も併せ
て比較してみたが、インプレッション数で最大の
80,000件を数えた12月は、ホームページの閲覧数
は下から２番目、入館者数は平均並であり、その

他の月でも同様に明確な相関関係は見出せなかっ
た。博物館はコロナ禍以降、来館しなくても博物
館のコンテンツを利用できるサービスを増やして
おり、これら広報メディアと入館者数との関係性
はこういったものだと割り切ってよいのかもしれ
ない。

○ソーシャルメディア
　当館では、当該年度Facebook、Twitterを利用
した情報発信を64件行った。その広報手段として
の有効性を見るため、内容を以下の７つに分類し
た。すなわち「案内」（事業の告知など）、「学術情
報」（地域の歴史文化、自然の情報）、「資料情報」
（収蔵資料に関するもの）、「旬の話題」（その時社

会の話題に関するもの）、「博物館活動」（博物館の
日常）、「事業報告」（事業の様子）、「その他」（それ
以外）である。
　インプレッション数でいえば、特別展「天覧山」
の中でアニメ「ヤマノススメ」を取り上げたため
か、同展展示期間中の10,000を超えた記事が４件

Ⅰ 新たな魅力に出会える博物館

◆令和４（2022）年度ホームページアクセス件数とTwitter
インプレッション数・エンゲージメント数・入館者数一覧

当館の活動成果として生み出された地域の新たな魅力は、インターネットなどを利用して広く発信されること
で、人々の知的好奇心に応えていくことができる。

社会教育機関として、市民の自主的な学びの場としての機能が低下していることは大きな課題と考えられま
す。ICT環境が日々進歩していくなかで、展示以外に市民の学びをどのように支援していくのかが問われて
います。


